2014年8月2日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第11章31～40節

・勉強：第11章33節、第18章61節、第5章7～9節、第4章18節
バガヴァッド・ギーター第4章の要約を続けます。

先月高野山で夏合宿をしましたが、今日の出席者の中にもその合宿に参加した方が多くいます。

合宿のテーマは「カルマ・ヨーガの実践」でしたが、それに関して私から参加者の皆さんにひとつ質問をしました。

それは「仕事(働き)に関連して、皆さんが抱える問題は何であるか列挙してください」、というものでした。
多くの参加者が共通して挙げたのは、エゴの問題でした。

他には怒りのコントロールができないことを挙げた人もいましたが、それよりもエゴについて悩んでいる人が多かったようです。

仕事のみならず、人間関係においてもエゴは大きな問題となります。

静かに内省してみると、エゴがいかに大きな問題であるかがわかります。

皆さんの人生において、仕事と人間関係の二つはとても重要です。

主婦、サラリーマン、女性、男性、僧侶、家住者、例外なく誰にとっても仕事と人間関係の二つは重要です。

ではこの仕事と人間関係において、エゴはどのようなしるしとして表れるでしょう?
「私の行為、考え、態度は正しい。それにくらべて他の人のやり方、考え、態度は間違っている」と思うのがエゴであり、そのしるしとしてエゴが増大すると人は感情的で過敏になります。

ここで言う「感情的」とは自分の感情だけを優先して、他者の感情に配慮しないことを意味します。

人は感情的で過敏になると利己的になり、人間関係はどんどん悪くなります。
このようなエゴの強い人は、与えることではなく貰うことばかり考えています。

どれだけ多く受け取れるか、ということだけを考えています。
またエゴの強い人は成功するとそれは自分の力によるものであり、失敗すると他人に責任があると考えます。
エゴの強い人は仕事や人間関係において、自分自身がトラブルを抱えるだけではなく、他人をもトラブルに巻き込みます。

このことを考えると、バガヴァッド・ギーター第4章の「活動の中の無活動」というアイデアは大変重要です。
バガヴァッド・ギーターがなぜとても面白く重要なのかというと、そこには人生にとって大切な深く高度な助言が含まれているからです。

たとえば「活動の中の無活動、無活動の中の活動」というアイデアなどは矛盾を含んでいるようで、最初のうちは理解が難しいかもしれません。
しかしその意味が理解できるようになり、その教えに従って実践をするなら、自分の人生にとって大きな助けとなります。
「活動の中に無活動を見る」というコンセプトを実践すればエゴを取り除くことができ、のみならずより幸せになり、さらに正しい考えとやり方で仕事もうまくいくようになります。
最初の段階では自分にとって何が問題なのかを理解する必要があり、それがなければ自己成長もありません。

皆さんのほとんどは、エゴが問題であると理解しています。そして怒りの源もエゴです。

エゴがあると我慢ということができず、その結果怒りが生まれます。
このエゴをどうすればなくせるかは皆さんの知りたいことですが、バガヴァッド・ギーターにはこの問題についてとても美しく、深遠で、効果的な助言があります。

それが「活動の中の無活動」というコンセプトです。
前回の講話ではこのコンセプトを神、自己の魂(アートマン)という二つの見方で説明しました。
信仰の道＝神に対する愛の道(バクティ・ヨーガ)の観点からは、神とつながっていない私は、無知で小さな私です。

知識の道(ギャーナ・ヨーガ)の観点からは、アートマン以外のたとえば肉体、感覚、心などと同一視されている私が、無知で小さな私です。
エゴを取り除くために二つの方法があります。

Isha-drishti(神という視点：イシャ・ドリシュティ)
Atma-drishti(魂という視点：アートマ・ドリシュティ)
この二つの視点のどちらか、或いは両方を併せた視点から物事を見ることができるなら、エゴはなくなります。
神様とつながっている私、魂(ブラフマン)とつながった私、或いは両方の状態が合わさった私にはエゴはありません。ひとつの物語があります。

ある聖者が川を渡るために川岸で舟を待っていましたが、舟はなかなかやってきませんでした。

そこに乳製品の商いをしている女性の一団がやって来て、同じように舟を待ちました。
時間が経っても舟がやってこなかったので、女性たちはその有名な聖者に対して、彼の超能力で何とかしてくれるように頼みました。

その頼みを聞いた聖者は女性たちに対して、「私はたいそう空腹なので何か食べさせてください」と言いました。

女性たちは自分たちの持っている商品の中から、いろいろなものを聖者に差し上げました。

その川はヤムナー川といい、シュリ・クリシュナで知られる聖地ブリンダーバンは、この川の右岸にあります。

聖者ヴィヤーサは「ヤムナーよ、もし私が何も食べていないなら、川を二つに分けてその間の道を私たちが通れるようにしてください」と言いました。
するとヤムナー川は二つに分かれ、聖者と女性たちは真ん中にできた道を通って対岸に渡ることができました。

渡り終えた後女性たちは、「あなたは『もし私が何も食べていないなら』とおっしゃいましたが、実際にはあなたは私たちの差し上げたものを召し上がりました。それなのになぜ川は二つに分かれたのですか?」と聖者に尋ねました。
これに答えて聖者は、「あなたたちには私が食事をしたように見えるかもしれませんが、私は口に入れたものをすべて私の中にいる神に捧げたのです。ですから実際にあなたたちがくれたものを食べたのは神であり、私自身は何も食べていないのです」と説明しました。

この同じ聖者が別の日、別の女性のグループと全く同じ状況に遭遇しました。
この日も前回同様女性たちは聖者に川を渡れるように頼み、聖者も同じように女性たちに食物を乞い、同じように『もし私が何も食べていないなら・・・・』とヤムナー川に呼びかけ、同じように川は二つに分かれ、聖者と女性たちは川を渡ることができました。
女性たちは聖者に彼の言葉について質問しましたが、聖者の説明は前回とは違っていました。

「私は純粋な意識、アートマンです。アートマンが食事をすることはありません。食べたのは私ではなく私の肉体です」、というのが今回の説明でした。
最初の物語が神の視点、後日の物語がアートマンの視点による「活動の中の無活動」についてのたとえ話です。
ラーマヤーナ叙事詩の中のハヌマーンの態度はIsha-drishti(神の視点)のそれであり、すべては自分ではなく神(ラーマ)のためになされます。
スワミ・ヴィヴェーカーナンダも常日頃から、「私の活動は私自身のためではなく、すべてシュリ・ラーマクリシュナのために行われている」と語っていました。

「ラーマクリシュナの福音」の中にはエゴについてたくさんの議論がありますが、それは人間にとってエゴはとても大きな問題だからです。

エゴには粗大なエゴと精妙なエゴがあります。粗大なエゴは自惚れです。

精妙なエゴは「私が～、私の～」という意識のことで、これは自惚れとは違います。
「私が～、私の～」意識は、私を肉体、感覚、心、知性と同一視することから生まれます。
「私の仕事、私の家族、私の建物、私は生きる、私は仕事する、私は愛する、私は憎む」と言うのは精妙なエゴです。
粗大なエゴ、自惚れを取り除くのはそれほど困難ではなく、少し気をつければそれは可能です。しかし精妙なエゴ、「私が～、私の～」意識をなくすのは、至難の業です。
しかしこの精妙なエゴを取り除かなければ、幸福になり神聖になることは不可能で、トラブルも絶えません。
我々は二つの種類のエゴ、粗大なエゴ、精妙なエゴを取り除くことに挑まなければなりません。

「ラーマクリシュナの福音」の中に、二種類のエゴをどのように取り除けばいいのかについての助言があるので、興味のある方は読んでください。

神という視点、魂という視点、二つの視点に立った実践がありますが、まず神の視点での実践とは何でしょうか。
神の視点での実践で大事なポイントは、「私ではなくあなたです」という考え方です。　
「ラーマクリシュナの福音」のなかに、「ナーハムナーハム、トゥフトゥフ」(Naham Naham, Tuhu Tuhu)という言葉が出てきます。

ナーハムは　na + aham というふうに「私」を表す aham に否定の接頭辞 na がついたもので、「私ではない」という意味のサンスクリット語です。
いっぽう tuhu は「あなた」という意味のヒンディー語です。

シュリ・ラーマクリシュナが使ったこの言葉は二つの言語が混在しているのですが、これはひとつのマントラと呼んでもおかしくない神聖な言葉です。

「私ではない私ではない、あなたですあなたです」

これを何度も繰り返し唱え、唱えるだけでなくこの言葉に自身を照らし合わせて実践すれば、徐々に神に近づき、エゴを取り除くことができます。
エゴというのは、地中に深く伸びた木の根のようなものです。

木を完全になくそうと思うなら、地上に現れている部分だけを伐採しても不十分で、土を掘り起こして、遠くまで伸びている根も全部取り除かねばなりません。
同様に外からはエゴがないように見える人でも、内省すればエゴが木の根のように内側に隠れているのがわかります。
意識だけでなく潜在意識のとても深い部分まで、エゴが入り込んでいます。

簡単に取り除くことができないので、シュリ・ラーマクリシュナは「私ではない私ではない、あなたですあなたです」と繰り返し唱えるように助言しているのです。

バガヴァッド・ギーターの中にも、この神の視点からエゴを取り除く方法についての助言がいろいろあります。第11章33節を見てください。
それ故、君は立ち上がって戦い、栄誉を勝ち取るがいい。そして敵を倒して王国の繁栄を楽しむことだ。私は既に彼らの死を決定したのだから、君はただ私の”戦う道具”となればよい。おお弓の名手(アルジュナ)よ!

この最後の 君はただ私の”戦う道具”となればよい　という部分はバガヴァッド・ギーター
のなかでも特に有名なフレーズで、頻繁に引用されています。

Nimitta-matram bhava savyasachin

Nimitta-matram　は ただの道具、Savyasachin は アルジュナ のことであり、シュリ・クリシュナは「アルジュナよ! ただの道具になりなさい」と言っています。

クリシュナ神は「私はすでにあなたの敵を殺しているので、あなたは単なる私の道具となって敵を弓で射てください」と言います。
行為者はクリシュナで、アルジュナは道具なのです。

次は第18章61節を見てください。

アルジュナよ!　至高主(神)は全世物の胸に住み、神秘力(マーヤ)によって彼らを動かしておられる。まさに運転手が車を動かすように。

まるで私たちに自由はないようですが、神が我々の中にいて我々をコントロールしていることを忘れてしまったために、エゴが生じるのです。
ひとつ前の第18章60節を見てください。

クンティー妃の息子(アルジュナ)よ!　君は迷いのため自分の為すべきことをやりたくないと思っているが、しかし自らの業(カルマ)と自性に駆り立てられ、結局君は同じことをやることになるであろう。

「自らのカルマと自性に駆り立てられ」と書かれていますが、それだけではなく自分の中に神がいるので、人はその神の命じるままに行動するのです。
先月の講話の中で、神の道具として働くための実践についていろいろ説明しましたが、ここでもうひとつ付け加えます。

仕事の前や仕事が終わった後だけでなく、仕事の最中も心を外から引き戻し自分の内側に向けて神を想うことは重要である、と言いました。
皆さんはロシアの作家トルストイを知っていますか?
彼はその著作の中で、あなたにとって一番重要な仕事とは何か、一番重要な人間とは誰か、について書いています。

彼の結論は、今この瞬間にあなたが取り組んでいる仕事が一番重要な仕事であり、今この瞬間あなたの目の前にいる人が一番重要な人間なのです。
オフィスワークであるか家事であるかは関係なく、この瞬間の仕事が一番重要です。

また旦那さん、奥さん、子供、友人、会社の上司、誰であるかを問わず、今あなたの目の前にいる人があなたにとって一番重要な人間なのです。
これはとても美しく大変深いメッセージです。

神の道具として働くための実践として、今している仕事に集中し、あなたの目の前の人に誠意をもって応対してください。

あなたの目の前にいる人とはもしかすると初対面かも知れませんが、それでもあなたにとってとても大切な人なのです。
先ほど説明した神の視点というコンセプトと、このトルストイの言葉をどのように融合できるでしょうか?

「この瞬間の仕事は神の仕事であり、神は今私の目の前にいる人という形で現れている」、と考えることによってそれが可能です。
このように考えることによって仕事にも集中でき、神聖になり、幸せになります。

仕事の最中でも神とつながっていることが可能です。
一日中忙しくて自分には霊的な実践の時間がない、というのは間違いです。
仕事自体が神を礼拝する方法のひとつになり得ます。

仕事しながらも神のことを考えるなら、それは霊的な実践です。

今自分がしている仕事は神の仕事であり、目の前にいる人は神の現れであると考える時、仕事＝ 礼拝になります。
神の視点について説明していますが、ここで言う神とはどのようなイメージなのかは、個人個人で自由です。

神とは、シヴァ、イエス、釈迦、シュリ・ラーマクリシュナなどと人それぞれいろいろなイメージがあると思いますが、その人がイメージしやすいもので構いません。

神の姿には、意識のみ、意識と性質、意識と性質と形、人間の形をとる(化身)、と四種類ありますが、そのどれかひとつあるいはいくつかの組み合わせ、どれでもあなたが無理なくイメージできるものを選んでいいのです。
次にアートマンの視点での実践について説明します。
第5章の7～9節を見てください。
ヨーガを行じて魂を清め、自分の心と感覚を抑制し、すべての生物と自分とが同じものだと悟った人は、絶え間なく働いていても、決して仕事に縛られることはない。

真理を悟った神聖な意識の持ち主は、見たり、聞いたり、触れたり、嗅いだり、食べたり、動いたり、眠ったり、呼吸したりしても、内心では“私自身は実は何も為していないのだ”と思っている。

また話す時も、手放す時も、手に取る時も、また眼を開ける時も、閉じる時も、自分の感覚器官が対象物と作用しているだけなのだと知っており、自分自身は常にすべてから超然としている。

私はアートマン(純粋な意識、内なる自己)なので何もしていない、働いているのは肉体、感覚、心なのだと識別するのです。

この識別の実践はなかなか難しいですが、ほんの少しでも実践すれば結果が大きく違います。

我々は仕事の後大変疲れていますが、それは仕事と自分を同一視するためにストレスが生じるからです。

もしたとえ1～2秒でも仕事から自分を切り離すことができれば、結果が現れます。

神の視点による実践では、仕事の時心を外から引き戻して自分の内側に神を見ます。

アートマンの視点による実践では、仕事の時心を外から引き戻すのは同じですが、自分の内側にはアートマンを見ます。

本当の私(アートマン)は仕事とは何の関係もない、と識別するのです。

仕事と自分を同一視して、仕事が終わっても仕事から自分を切り離すことができない状態は、遊園地にあるような迷路に入り込んでしまったのと似ています。
迷路と同じで仕事にいったん入り込むと、そこから抜け出せません。

仕事しながらも、時おり仕事から自分を切り離す非同一視の実践をしてください。
心を外から引き戻して自分はアートマンだと考える、あるいは自分の内側に青空をイメージする、どちらでも自分にとって容易な方法を実践してください。

もちろんまたすぐ仕事に戻らなければなりませんが、たとえ1～2秒でもこの実践ができれば心は平安になります。

中国の道教の中心となるアイデアのひとつが、「無活動は活動なり」(No action is real action)です。

これに関連した中国の古いことわざに、「外は王、内は聖者」というのがあります。

神またはアートマンとつながっているので、仕事をしていても執着のない状態のことです。
この「外は王、内は聖者」がヒンズー教の影響を受けているのかどうかわかりませんが、サンスクリット語にもこのことわざと同じ意味を表す、ラジャシ(Rajarshi)という言葉があります。

これは王を表すラージャ(Raja)と賢者を表すリシ(Rishi)が合成されたものですが、このラジャシの代表的な例が、ウパニシャッドに何度も登場する有名なジャナカ王です。
ジャナカは王様でしたが、ブラーミン達ですらブラフマンについて学ぶために、ジャナカ王のもとにやって来ました。
世の中にはたくさん所有している人とそうでない人がいますが、重要なのは所有物の多寡ではなく、それに対する執着があるかどうかなのです。

ひとつ面白い物語があります。

有名な聖者で叙事詩マハーバーラタ(バガヴァッド・ギーターはこの一部)の作者でもあるヴィヤーサは、常日頃からジャナカ王を大変尊敬していました。

ヴィヤーサにも出家弟子がいましたが、弟子たちはなぜ聖者である自分たちの師がジャナカ王をそれほどまでに尊敬しているのか、いつも疑問に思っていました。

ある時弟子たちの疑念に気づいたヴィヤーサは、自らの超能力を使って火事を起こしました。
そのときジャナカ王はヴィヤーサの僧院に来ていましたが、王の宮殿も火に包まれました。

王宮が燃えていることを伝えられたジャナカ王は、消火の指示は出しましたが、全く平然としていました。

いっぽうヴィヤーサの出家弟子には所有物はほとんどなかったのですが、その時洗濯した褌を干していたので、それが燃えてしまわないようあわてて走って取りに行きました。

もちろん火事は実際に起こったのではなく、ヴィヤーサが起こした幻だったのですが、莫大な富を持つジャナカ王には所有物に対する執着がなく、対照的にほとんど何も持っていない出家弟子は、求道者であるのに自分の数少ない所有物のひとつに強く執着したのです。
ジャナカこそラジャシ、つまり王でありながら聖者だったのであり、それは「活動の中に無活動を見る」ことができたからなのです。

「活動の中の無活動」について詳しく説明してきたのは、それがエゴや執着を取り除くための重要なポイントだからです。

人間関係がよりよくなるため、仕事を順調に行うためには、「活動の中の無活動」というアイデアの理解と実践が必要なのです。

「私ではない私ではない、あなたですあなたです」

「アルジュナよ!　ただの道具になりなさい」

どちらも同じことを意味しています。

ここまでは「活動の中の無活動」について話してきましたが、次に「無活動の中の活動」について説明します。

前回「無活動の中の活動」の例として、地球を挙げました。

地球は高速で動いていますが、そこに住む我々には静止しているように感じられます。

夜空の星も同じです。

自然現象ではなく、人間関係に関連した「無活動の中の活動」の例を二つ挙げます。
瞑想に耽っている人は外から見ると全く無活動に見えますが、その心の中は大変活動的な状態です。これは肯定的な例です。
いっぽう座って眼を閉じて体は動かさなくても、心でこれからのスケジュールについて考えているなら、それは瞑想ではありません。これは「無活動の中の活動」の否定的な例です。

バガヴァッド・ギーターの考えではすべてはカルマであり、肉体、感覚、心、知性のどのレベルでのカルマなのか、働きのレベルが違うだけなのです。
瞑想している時、肉体は無活動でも心のレベルでは活発に働いています。

ギャーナ・ヨーガ(知識の道)の実践のためにカルマ(働き)は邪魔である、と考える人がいます。

そうしてカルマをやめてしまい、ギャーナ・ヨーガに専心している求道者もいますが、もしその心の中に欲望が残っているなら、心は欲望を満足させようとあれこれ考えるので、これも悪い意味での「無活動の中の活動」です。
もう一度第4章18節を見てください。

 活動の中に無活動を見、無活動のなかに活動を見る人は賢者であり、そうした人は、たとえどんな仕事をしていようと、相対世界を超越した覚者(ヨーギ)である。

「活動の中の無活動」、「無活動の中の活動」を理解する人は、

「賢者であり、絶えずつながった状態にあり、どんな仕事もできる」
のです。

付記)この瞬間の仕事に集中する

今この瞬間の仕事があなたにとって最も重要な仕事である、と説明しました。
多くの人にとって、一日のうちでも仕事は時間とともにその内容が変わっていきます。
今この瞬間の仕事をしながらも、心がその前の仕事のことを引きずっているのはよくありませし、これからの仕事について心配するのもいけません。
100％今の仕事に集中すべきなのです。

これまで悪い意味で使ってきた「同一視」という言葉を、「集中」という意味で肯定的に使うなら、あなたは今している仕事と自分を100％同一視するべきなのです。

そして多くの皆さんはこの集中(同一視)は上手ですが、前の仕事やこれからの仕事から自分を切り離す(非同一視)ことがなかなかできないのです。

今の仕事は神から頂いた仕事、目の前にいる人は神の現れと考えることが大事です。

ある仕事が終わった瞬間その仕事と自分を非同一視して、次の仕事と自分を同一視するのです。

会社の仕事が終わったら、仕事と自分を非同一視した状態で帰宅してください。
皆さんにとっては、非同一視の実践が重要なのです。

仕事が終わったら、その結果は神に捧げて帰宅します。

皆さんの多くは必要もないのに、会社の仕事を引きずったまま帰宅します。

そうするとストレスを抱えたままそれを家に持ち帰り、いらいらしていて奥さんや子供と自由な心の状態で接することができません。

バクティ・ヨーガ、ギャーナ・ヨーガ、どちらでもいいので自分に合った方法で非同一視の実践を進めてください。
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